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■参集基準及び体制、休所・休校判断基準　【主担当：情報収集・連絡班】
年　　　月　　　日作成
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	 想定４
台風接近などによりあらかじめ状況が想定でき、施設・学校を事前に休所・休校する対応がとれる

	 想定５
台風接近などによりあらかじめ状況が想定でき、通常通りに施設・学校を開けているが、
施設・学校を休所・休校する対応がとれる

	※想定５の状況から
　 急激に事態が進展するなどして
　 避難（待避）対応が必要となった場合の
　 避難（待避）基準

	体制
	参集基準
	出動体制
	参集基準
	出動体制
	避難（待避）基準

	第一次体制
	 近隣市町村で
　　大雨注意報が発表
 前日から対応
 夜間から対応
 （　　　　　　　　　　）
	 総括責任者
 情報収集･連絡班
 避難誘導班
 物資班
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）
	 近隣市町村で
　　大雨注意報が発表
 前日から対応
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）
	 総括責任者
 情報収集･連絡班
 避難誘導班
 物資班
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）
	 避難準備・高齢者等避難開始､避難勧告が発令
 土砂災害警戒情報　が発表
 雨量レーダー等で著しい大雨が予想されたとき
 土砂災害警戒判定メッシュ情報で「非常に危険(薄紫)」になったとき
 前兆現象　を確認したとき
 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	今後の状況に備えて情報を収集したり、関係者に連絡をとったりできる体制
	
	
	
	
	

	第二次体制
	 大雨注意報が発表
 前日から対応
 夜間から対応
 （　　　　　　　　　　）

	 総括責任者
 情報収集･連絡班
 避難誘導班
 物資班
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）
	 大雨注意報が発表
 朝から対応
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）

	 総括責任者
 情報収集･連絡班
 避難誘導班
 物資班
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）
	

	施設休所や学校休校の判断をおこなえる体制

	
	
	
	
	

	第三次体制
	
	
	 大雨警報
　　（土砂災害）が発表
 朝から対応
 昼から対応
 第2次体制を経て引き渡しを行うと判断したとき
	 総括責任者
 情報収集･連絡班
 避難誘導班
 物資班
 （　　　　　　　　　　）
 （　　　　　　　　　　）
	

	施設利用者や子どもの送迎や引き渡しを開始できる体制

	
	
	
	
	

	休所・休校
判断基準

	　避難準備・高齢者等避難開始　が発令
　土砂災害警戒情報　が発表
　累積雨量が（　　　　　　　　）mm　を超過
　時間雨量が（　　　　　　　　）mm　を超過
　前兆現象　を確認
　○○の累積雨量が120mm(通行規制の雨量基準)に達すると想定されるとき
	　避難準備・高齢者等避難開始　が発令
　土砂災害警戒情報　が発表
　累積雨量が（　　　　　　　　）mm　を超過
　時間雨量が（　　　　　　　　）mm　を超過
　前兆現象　を確認
　○○の累積雨量が120mm(通行規制の雨量基準)に達すると想定されるとき
	






